





















































































































































































































































































































































































































(1) 柳田国男 「中農養成策j （藤井隆至編
『柳田国男農政論集』 法政大学出版局一
九七五年） 三二貰。
( 2) 帝国農会史稿編纂会編 『帝国農会史稿
資料縞』 一九七二年一二五O 一一ニ五
二頁。
( 3) 帝富農会史稿編纂会編 『帯留農会史稿
記述編』 一九七ニ年一八八一八九頁。
( 4) 『郷土研究』一九一三年九月号







( 7) 牧口常三郎 「人生地理学J （『牧口常三郎
全集』第一巻第三文明社一九八三年）
二三頁。
( 8) 柳田国男 「美濃紙現状J （『定本柳田昌
男集』第二九巻筑摩書房一九六四年）
四二四一五夏。以下、『定本』と略す。














(15) 前掲 『帝国農会史稿記述編』 二O
一一三頁。
(16) 牧口前掲 『人生地理学』 一七頁。
「郷土会J再考一一近代日本の「郷土Jの複数起源一一 165 
｛付表1］「郷土会J主要構成人物
氏名・生没年 出身・学歴 出席当時の肩書 錆 考
有馬頼寧 東京・東京帝国 農商務省農政課嘱託 石黒の影響で会に参加
(1884-1957) 大学農学科 農務局農政課で石黒の下僚
石黒忠篤 東京・東京帝国 農高務省農政課事務宮、の のち第二次近衛内閣、鈴木
(1884-1960) 大学農学科 ち課長 貫太郎内閣農商務省
尾佐竹猛 石川・明治法律 東京地裁判事、のち東京謹
(1880-1946) 学校 訴院判事
小田舟通敏 秋田・東京高師 早稲田大学講師 1902年以降、新渡戸と交流
(1875-1954) 地歴専修科 あり
小野俊一 京都・東京帝国 大学生、 1914年中退して渡
(1892-1970) 大学動物学科 露
小野武夫 大分・大分県農 農商務省雇、のち帝国農会 帝国農会で石黒、那須と交
(1883-1949) 学校 嘱託 流








高木敏雄 熊本・東京帝国 東京高師教授 1914年、椀田と編集上対立
















N.ネフスキー ヤロスラヴリ・ ペテノレブツレク大学官費留学 1916年2月、柳田国男の訪








牧口常三郎 新潟・北海道尋 当時、小学校教師 1909年、馬場孤蝶の紹介で
(1871 -1944) 常師範 柳田と知り合う
松本信広 東京・慶応義塾 当時、予科学生 30年代、「郷土生活研究所」
















1910. 12. 4 新渡戸邸にて発会式後援者・新渡 出席者：新渡戸、柳田、小田内、十
戸、幹事。榔田 時、木村、石黒
1911. 3. 3 新渡戸邸で例会




12. 14 学士会で例会 田中阿歌潜が諏訪湖畔の村落視察の
経過を報告
1912. 3. 24 学士会で例会 柳田が村誌について報告
7. 5 柳田宅で例会 石黒が「鹿島の崎の新田」で報告
10. 21 新渡戸邸で例会 石黒の「豊後の由布村」、「湯秤村と
火焼輪加」はこの時か？
1913. 1. 29 新渡戸邸で例会 f郷土研究』巻末に 高木敏雄による「阿蘇南郷谷の話」
「郷土曾例曾」記事がこの例会から この時、出席者が今後イロハ願で報
掲載され始める 告する事が定められる
3. 3 新渡戸邸で例会 石黒が「農家の構造」で報告
3. 29 埼玉県北足立郡大和町大字野火止へ
一泊旅行
6 4 新渡戸邸で例会 新渡戸による「三本木輿立の話J
7. 25 新渡戸邸で例会 十時菊の「日本における犯罪の性質
「出席状況捗々しからず」 とその分布」
9. 26 新渡戸邸で例会 小田内通敏の「下山及三蜂の村組
織」
10. 25 秦野地方へ旅行
1914. 2. 28 新渡戸邸で例会 小野俊一の「我国の地方病一斑」
6. 19 新渡戸邸で例会 中村留二の「小笠原の話」
168 
1914. 9. 16 新渡戸邸で例会 横井春野の「黒川能の話」
10. 14 新渡戸邸で例会 草野俊助の「屋久島と中硫黄島」
12. 9 新渡戸邸で例会 那須暗の「代々木村の今昔」
1915. 2. 10 新渡邸で例会出席者十七名 柳田が「僅言集を読む」と題して報
止にとl 
5. 12 新渡戸邸で例会 有馬頼寧の「汐入村の変遷」
10. 20 新渡戸邸で例会 新渡戸が「桜島擢災民の新部落」と
題して報告
折口信夫が臨時出席











916. 2. 9 新渡戸邸で例会 小此木忠七郎の γ刀鍛冶の話」
4. 8 新渡戸邸で例会 尾佐竹猛の「伊豆新島の話J
10. ? 新渡戸邸で例会 有馬頼寧の「隅田Jlの船J
1917. 2. 9 新渡戸邸で例会 この年、柳田は三 「内郷村調査」の項目設定討議業J
月から五月まで台湾＠中国・朝鮮へ を紹介
旅行し不在
1918. 4. 17 新渡戸邸で例会 柳田が「長野県東筑摩郡誌編纂事
9. 21 新渡戸邸で例会 「内郷村調査」の報告






Folklore Studies in Kyodo聞kai1910-1918 
Taro TSURUMI 
The people who gathered around Yanaghita Kunio during the 1910’s were mostly 
school teachers and young bureaucrat in search of local community. With Nitobe 
Inazo’s assistance, Y anaghita organized a small circle called’Kyodo・kai’in1910. Soon 
after members of 'Kyδdo-ai' divided into two distinct groups. Y anaghita and most of 
the schoool teachers gathered together to pursue the task of collecting and recording 
the folk heritage. The other group headed by Ishiguro Tada-atsu, one of the most tal-
ented officeals in Ministry of Agriculture, sought to develop their insight into the na” 
tional identity by fieldwork study in Japanese village. 
In 1917, these latent defferences became more apparent after the investigation in 
N aigo village. faced with a untrained fieldwork study, Y anaghita realized the neces-
sity for the methods of his folklore research. Under these circumstances, the relation-
ship with ’Kyodo・kai’membershid a variety of complications concerning local commu-
nity in modern history. 
